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な
ら

ず、

時
と
し

て

「

墓
地
の

公
共
空

間
化
11

公

園
化
」

を
意
味
す
る

。

そ
れ

は
つ

ま
り

、

大

規
模
な
造
成
工

事
や

便
宜
施

設
（
例
え
ば

進
入

路
・

駐

車
場
・

祭
壇
・

ト
イ
レ
・

休
憩
施

設
な
ど）

の

設
置
を
伴
う
も
の

と
し

て

イ
メ

ー

ジ
さ
れ

る
の

で

あ
る

。

そ
の

よ

う
な
自

然
葬
地
の

「

造
成
」

を

通

じ
て

、

墓
地
に

よ

る

土
地
の

占
有
と
い

う
国
土

の

価
値
毀

損
を

阻
止

し
、

生

者
の

た
め

の

空
間
と

し
て

土
地
を
効

率
的
に

活
用
す
る
こ

と
が

、

韓
国
の

「

自
然

葬
」

論
の

主
眼
と
な
っ

て

い

る
。

　

す
な
わ

ち
、

韓
国
の

「

自
然

葬
」

論
は

、

土
地
の

利
用
価
値
と
い

う
側

面
に

お

け
る

「

国
土
の

蚕
食
」

や、

墓
地
難
と
い

っ

た
政
策
的
課
題
に

対

応

す
る

代
案
と
し

て
、

位
置
づ

け
る

こ

と
が
で

き
る

。

そ
の

よ

う
な
「

自

然

葬
」

論
の

特

徴
と

し
て

指
摘
で

き
る
の

は
、

墓
地
の

価
値
を
「

ゼ

ロ

査

定
」

し
、

葬
礼
や

追
慕
と
い

っ

た

文
化
的

な

面
か

ら

論
じ
ら
れ

る
べ

き

「

墓
地
そ
の

も
の

の

効
用
」

を

論
じ

な
い
、

と
い

う
点
で

あ
る

。

韓
国
の

「

自
然
葬
」

論
に

お

い

て

は
、

「

死
者
を

葬
る

場
」

へ

の

個
々

人
の

思
い

入

れ
と
い

っ

た

側

面
へ

の

関

心
を

読
み

取
る

こ

と

は

難
し
い

。

そ

の

意
味

で、

韓

国
の

自
然
葬
は、

宗
教

学
の

よ

う
な
人

文
科
学
で

は
な
く

、

公
共

政

策
学
や

経
済

学
と

い

っ

た

社

会
科
学
的
な

議
論
の

対

象
と
な
っ

て

い

る

と

言
え
よ

う
。

　
そ
の

よ

う
な

研
究
の

ト
レ

ン

ド
に

対
し
て

、

日

本
の

自
然
葬
に

関

す
る

金
セ

ッ

ピ
ョ

ル

の

イ
デ
オ
ロ

ギ
ー

研
究
的
な

視
点
や

、

ま
た
韓
国
の

納
骨

堂
に

つ

い

て

イ
ン

タ

ビ

ュ

ー

に

基
づ

く

事
例

研
究
か
ら
丁
ユ

リ
が
描
出
し

て

見
せ
た
儀
礼
や

追
慕
の

形
式、

あ
る
い

は

新
た
な
死
と

生
の

空
間
の

生

成
と

い

っ

た
視
点
を
い

か
に

織
り
込
ん
で

い

く
の

か
、

と

い

っ

た
点
は

、

な
お

今
後
の

課
題
と

し
て

残
さ
れ
て

い

る
。

戦
没
者
慰
霊
の
一

考

察

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

白
山
芳
太
郎

　
全
国
戦
没
者
三
一

〇
万
人
の

慰
霊
を
行
う
政
府
主
催
「

全

国
戦
没
者
追

悼
式
」

が、

毎
年
八

月
一

五
日

に

開
催
さ
れ

て

い

る
。

同
追

悼
式
は

昭
和

三
八

年
に
始
ま

り
、

同
五

七

年
か
ら
は

「

戦
没
者
を
追

悼
し

平
和
を

祈
念

す
る

日
」

の

行

事
と
し

て

開

催
さ
れ
て
い

る
。

近
年
で

は
同

式
典
に
、

政

府
な
ら
び

に

遺

族
ら

約
六
千
人
が
参
列
し
て

い

る
。

ま
た

遺
骨
収
集
な
ど

で

海
外
や
硫
黄

島
（
後
述
の

沖
縄
は
国
立

沖
縄
戦
没

者
墓

苑
）

な
ど
か

ら

帰
還
の

戦
没
者

遺
骨
を

千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
に

納
骨
（
現
在、

約
三

六

万
柱）

し、

同
墓

苑
納
骨
の

遺
骨
に

拝
礼
す
る

「

千

鳥
ケ

淵
戦
没
者
墓
苑

拝
礼
式
」

が
厚

労
省
主

催
で

毎
年
五

月、

皇
族
臨
席
の

も
と

、

開
催
さ
れ

て

い

る
。

海
外
や

硫

黄
島
な
ど
か
ら
の

戦
没
者
遺
骨
の

帰
還
は

昭
和
二

七

年
か
ら
始
ま
り

、

平
成
三

年
か
ら
旧
ソ

連
抑
留
死
亡

者
遺

骨
帰
還、

同
六

年
か
ら
モ

ン

ゴ

ル

抑
留
死
亡

者
遺
骨
帰
還
が
実
施
さ
れ

、

そ
の

結
果、

約

三
三

万
柱
の

遺

骨
が

帰
還

。

旧

陸
海
軍
や

邦
人
引
揚
者
の

持
ち
帰
っ

た

遺

骨
を
含
め
る

と
、

海
外
戦
没

者
約
二

四
〇

万
柱
の

約

半
数
（
約
一

二

七

万

柱）

が
帰
還

。

と
こ

ろ

で
、

昭
和
五

九

年
六
月、

東
京
都
千
駄
ヶ

谷
の

修

養
団
本
部
で

開

催
さ
れ
た

文
部
省
補
助
事
業

婦
人
奉
仕
活
動
指
針
会
議
の

席
上、

那
覇
市

首
里
公

民
館
か
ら

参
加
の

社
会
教
育
指
導
員
よ

り
「

沖
縄

県
民
は

、

戦
争
が

終
結
す
る

と
い

ち
早
く
遺

骨
収
集
に

取
り
組
ん

だ

が、

三
九
年
経
過
し
て

も
、

沖
縄
の

山
野
に

ま
だ

こ

遺
骨
が
眠
っ

て

お

ら

れ
ま

す
の

で
、

ぜ
ひ

皆
様
に

も

収
集
奉
仕
を
お
願
い

し
ま

す
」

（
『

修
養
団
沖
縄

遺
骨
収
集
ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

第
二

三
回
実
施

報
告
書
』

）

と

す
る

動
議
が

出

さ
れ
可
決
さ
れ
た

。

そ
れ

に

よ

り
修
養

団
主

催
遺
骨

収
集
実
施
が

計
画
さ

れ
た

。

昭

和
六
一

年
、

修
養
団
第
一

回

沖
縄

遺
骨
収

集
が

実
施
さ
れ

本
年
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ま
で

計
二

五

回
行
わ

れ
て

い

る
。

以
下
、

事
例
研
究
と

し
て

修
養
団
第
二

二

回
沖
縄
遺
骨
収
集
に
つ

い

て

考
察
す
る

。

第
二

二

回
は
、

ひ

め

ゆ

り
部

隊
の

最
期
の

生

存
者
自
決
の

「

荒
垣

海
岸
」

を

中
心
と

す
る

収
集
で

あ
っ

た
。

ネ
ム

・

ハ

イ
ビ
ス

カ

ス
、

ガ

ジ
ュ

マ

ル
、

ハ

マ

ユ

ウ
、

ブ

ー

ゲ

ン

ビ

リ

ア

な
ど
、

本
州
で

は

冬
を
越
せ

な

い

草
木
が
、

現
地
で

は

年
間
を

通
じ

温
暖
な

た
め

低

木
に

育
っ

て

い

る
。

そ
の

よ

う
な

中
、

作
業
を

開
始
し

た
。

当
初、

小
さ
な
骨
が

見
つ

か

っ

た
。

子

供
の

足
の

骨
と

思
わ

れ

る
。

そ

う
し

て

し

ば

ら
く
し
た

時
の

こ

と
で

あ
る
。

頭
蓋
骨
の

脳
天
部
を

私
が

収
集
し

た
。

そ

し
て

高
橋
氏
（
茨
城
県
在
住）

が

珊
瑚
礁
の

岩
に

突
き
刺

さ
っ

て

い

る

顔
の

下
半
分
を
収
集
し

た
。

わ

れ
わ

れ
と

同
時
期、

別
途、

遺
骨

収
集
を

実
施
し
て

い

た
金

光
教

沖
縄
支

部
戦
没
者

遣
骨

収
集
団
の

人
々

と
、

国
立

沖
縄
戦
没
者
墓
苑
納
骨
堂
で

出
会
っ

た
。

金
光
教
沖
縄
支

部
は

昭
和
五

二

年
よ

り
沖
縄
遺
骨
収
集
を

実
施
し

て
い

る
。

国
立

戦
没
者

墓

苑
に

は

約
一

八

万
柱
の

遺
骨
が

安
置
さ

れ

慰
霊
さ
れ

て

い

る
。

こ

の

納

骨
堂
は
、

昭
和
五

四

年
に

建
て
ら
れ

た
も
の

で
、

赤
い

琉
球
瓦
で

葺
か

れ

た

参
拝
施
設
と

沖
縄
の

石
で

積
み

上

げ
ら

れ

た

納
骨
堂
か

ら

成
る

。

修
養

団
は

、

財
団
法
人
で

あ
っ

て
、

各
種
の

参
加
者
が

あ
る

。

糸
満
市
の

長
谷

寺
住
職
も
平
成
二

二

年
か

ら

毎
年
参
加
さ

れ

て

い

る
。

地
元
の

方
や

修
養

団
所
属
の

人

ば

か
り
で

な
く、

沖
縄
県
護
国
神
社、

広
島
県
護
国
神
社

、

大
分
県
護
国
神
社、

京
都
産
業
大
学

、

皇

學
館
大
学
な
ど

も
参
加
し
、

糸

満
の

大
城
藤

六

氏
の

指
導
で

遺
骨
収

集
を

行
っ

て

き
た
。

慰
霊

祭
斎
主

は
、

沖
縄
県
護
国
神
社
祢
宜
で

あ
っ

た
。

上

記
初
日
の

遺
骨
収
集
を

終
え

た
翌

朝
の

収
集
作
業
は
、

二

班
に

わ
か
れ

て

行
う
こ

と
と

な
っ

た
。

わ
れ

わ
れ

は
、

前
日

と

同
じ
海
岸
で

遺
骨
収
集
を

行
っ

て

い

た

が
、

第
二

班
は

大
城
氏
を

中
心
と

す
る

特
別
班
で

、

そ
こ

は

か

な

り
危
険
な
と
こ

ろ

で

あ

っ

た
。

潮
が
満
ち
て

く
る

と

戻
る

こ

と

が
で

き
な
く
な
る

と

い

う
喜
屋
武

海
岸
で

あ
っ

た
。

し

ば

ら

く
し
て

国
吉
勇
と

い

う
現
地
の

恐
ら
く
沖
縄
で

の

最
も
多
数
の

遺
骨
収
集
を

さ
れ

て

い

る

人
が

、

軽
四
輪
で

わ
れ
わ

れ
の

と
こ

ろ

へ

や
っ

て

き
て
、

そ

の

補
佐
に

私
が

指
名
さ
れ
た

。

そ
の

た

め
上

記
喜
屋
武
海
岸
に
私
も
向
か
っ

た
。

そ
こ

で

大
腿

骨
と
肋
骨
が
岩
場
で

見

つ

か

っ

た
。

丹
羽
氏
と

い

う
岐
阜
県
在
住
の

人
物
が

、

バ

ー

ル

で

岩
を
持

ち
上

げ、

問
か

ら
私
は

砂
を

除
去
し、

遺

骨
収
集
を
行
っ

た
。

以
上
、

修

養
団
沖
縄
遺
骨
収
集
を
事
例
研
究
と

す
る

戦

没
者

慰
霊
に

関
す
る
一

考
察

で

あ
る

。

シ
ュ

ヴ
ァ

イ
ツ

ァ

ー

に

お

け

る

生
命
観
の

諸

問
題

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

岩
井
謙
太
郎

　
本
発

表
に

お
い

て

は
、

ま

ず、

遺
稿
『

世

界
宗
教
に

お
け
る
文
化
と
倫

理
』

で

シ

ュ

ヴ
ァ

イ

ツ

ァ

ー

が

検
討
す
る

、

世
界
の

諸

宗
教
に
お
け
る

世

界
観
の

重
要
な
要
素
が、

一

元
論
的
思

惟
（
イ
ン

ド
的
思
惟
と

中
国
的
思

惟
の

理
念
的
類
型）

と
二

元
論
的
思
惟
（
キ
リ

ス

ト
教
の

理
念
的
類
型）

に
よ

っ

て

構
成
さ
れ

て

い

る

こ

と

を
検
討
し、

そ
の

特
性
を
考
察
す
る

。

次
い

で
、

彼
が
、

単
に

諸
宗
教
の

理
念
的
類
型
（

＝
兀

論
的
思
惟
と
二

元

論
的
思

惟）

だ

け
で

な
く

、

歴
史
的
現

象
と
し

て

の

諸
宗
教
の

錯
綜
し
た

状
況
（

一

元
論
的
思
惟
に

お

け
る

二

元
論
的

要
素、

二

元
論
的
思
惟
に

お

け
る
一

元

論
的
要

素）

を

も
検
討
し

て

い

る

こ

と
を

考

察
し

、

そ
こ

か

ら、

一

元
論
的
思
惟
と
二

元

論
的
思
惟
を
相
互

媒
介
す
る

共
通
の

視
座
と

し
て

「

生
へ

の

畏
敬」

の

世

界
観
（

彼
独
自
の

生

命
観）

を

構
想
し
て

い

る
こ

と

を
論
じ

る
。

　
一

元

論
的
思

惟
と

二

元

論
的
思

惟
（
理

念
的

類
型
）

の

特
性
（

関
係

354（1076）
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